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都市開発の誘導・調整

報告資料２



都心エネルギープランでの取組の位置付け（プロジェクト⑥：都市開発の誘導・調整）

（都心エネルギーアクションプランP.14）

プロジェクト⑥

（仮称）低炭素で持続可能な都市開発誘導推進制度
【一定規模以上の新築・増築・改築】

計画段階

運用段階

公表・表彰制度
づくり

連携

連携する主な取組・制度

環境保全行動計画【既存の建築物対象】

連
携

連携

都心における開発誘導方針連携連携 トップレベル
への支援

竣工後

連
携

事前協議制度
づくり

運用実績報告制度
づくり

【プロジェクトの基本的な考え方】
都心エネルギープランの基本方針「低炭素」「強靭」「快適・

健康」に関する取組を既成市街地の更新の機会を捉えてまちづく
りの中で誘導していく枠組みを構築。
計画段階での事前協議、建物運用段階での運用実績報告、公

表・表彰制度、優良な取組への支援等からなる制度を構築し、建
物更新に適用するとともに、制度自体の見直しと修正を柔軟に行
いながら制度の実行力を高める。
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プロジェクト⑥：都市開発の誘導・調整（報告）

• 制度の検討
要綱による運用や条例化等も含め、制度運用についての検討を実施。

• 事前協議制度の評価シート（案）の整理
既存の届出制度（建築物省エネ法、CASBEE札幌 等）との関係の整理。
関連する行政計画・補助制度との連携を含め、評価シートの項目を整理。
評価シートの確からしさの確認のため、既存建物でのケーススタディ実施。

• 「都心における開発誘導方針」の改定に向けた内容整理
建物のZEB化を新たに容積率緩和の要件に加えることとして検討、協議
緩和容積率および上限の改定に向けた検討、協議
取組を誘導する区域の改定に向けた検討、協議

• 運用実績報告制度に関する実施案の検討
報告項目と、報告内容の活用手法の検討

令和２年度の実施内容
報告資料２



プロジェクト⑥：都市開発の誘導・調整（報告）

都心部での新築・建替え検討

事前協議

緩和型土地利用
計画制度等活用※

新築

都市計画法等に基づく手続き

建築基準法に基づく手続き・その他

【窓口・協議】
都心まち室

事前協議完了（計画書提出）

評価シートの活用
関連する協議先
・地域計画課
・みどりの管理課
・環境エネルギー課 等

※基準値算定の考え方の確認

計画段階

公表

■手続きフロー（イメージ）

※緩和型地区計画、特定街区、
高度利用地区、都市再生特別地区、
総合設計 等

面的エネルギー
ネットワーク検討

BEI値
目標協議

MP評価シート
ランク評価

• 事前協議は、協議ポイントを整理した評価
シートを用いて実施。

• 容積率の緩和に関する運用の考え方を示した
「都心における開発誘導方針」の改定を検討

報告資料２



プロジェクト⑥：都市開発の誘導・調整（報告） ※参考「都心における開発誘導方針」

• 容積率の緩和等に関する土地利用計画制度等の運用の考え方を明示
• 開発を後押しする補助制度等を合わせて紹介

• エネルギーに関する取組の評価項目とし
て、これまでのＤＨＣ接続利用に加え、
建物ＺＥＢ化を対象とする

• あわせて各取組の緩和容積率、緩和容積
率の上限の改定を含め検討

• 取組を誘導する区域の改定を検討

報告資料２



プロジェクト⑥：都市開発の誘導・調整（報告）

運用段階

更なる改善等の検討

運用実績に関する定期報告（年１回程度）

■手続きフロー（イメージ）

公表

供用開始

トップクラス表彰・アクションプラン（プロジェクト）への反映
・評価ツールの改善 など

• 運用実績報告による、都心エネルギープラン
の目標の達成状況把握（２０１２年比ＣＯ２
排出削減量）

• 報告機会を活用した、プラン等に基づく施策
の情報発信等の検討

報告資料２



プロジェクト⑥：都市開発の誘導・調整（報告）

令和４年度の制度運用を目指す。

【部会の設置】
都心エネルギープラン推進委員会に部会を設置。
（※部会の構成は、過年度の「誘導制度検討部会」を踏まえ新たに組織）

次年度の実施内容

令和３年度の検討内容
・制度の周知手法
・公表、表彰および支援制度の検討、構築

令和２年度の検討成果
・事前協議制度（案）
・運用実績報告制度（案）
・開発誘導方針の改定（案） など

次の内容について意見聴取し、制度検討などに反映

報告資料２


